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	　開会あいさつ。

　それでは、会議に入ります。

　前回の議事録の確認ですが、皆さんご覧になって、何か問題とかありませんか。訂正などありませんか。いいですか。

（「ありません」の声あり）

　はい、それでは問題ありません。
　次に教育長の報告事項をお願いします。

　11月も終わりになりまして、いろんな行事がありました。
　県の音楽の先生方が集まった玖珠日田大会がありまして、日田市それから玖珠郡の小中学校の子どもたちの発表もありました。最後は300か400位の三隈中のブラスに合わせた「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(だいちさんしょう),大地讃頌)」、卒業式のときによく歌う唄ですが、その歌の合唱がありまして、なかなか好いもんだなあと思いました。とても綺麗なハーモニーがでておりました。
　それから生涯学習の分では、三和公民館が文科大臣の表彰を今度受けまして、「すずめの学校」といいまして、簡単に言いますと、デイサービスの公民館版と言うような内容のものです。算数の簡単な計算をしてみたり、歌ってみたり、リズム遊びをしてみたり、言葉遊びをしてみたりというような内容でございました。日田市では朝日に次いで２回目になります。
　それから、昨日小雨がパラついたのですが、夜明駅で前夜明小学校にあった半鐘の形をしたチャイムの代わりに使っていた鐘をプラットホームに大きな100年位の杉のモニュメント中に設置しまして、「夜明の鐘」という形でみんなで希望を持ちましょうということで、組曲もできておりまして、大変いいアイデアだなと思います。本来であれば学校の品物です。大明小学校、中学校の玄関に持ってくるといいかなと思っていましたが、地域興しに使いたいということで、皆さんが一所懸命なさっていましたので、お譲りした形になります。これからお菓子ができたり、ひょっとすると記念切手ができたりするのかもしれません。
　それからもう一つは、咸宜園教育研究センターの開園１年を記念して、私学フォーラムがありました。その中でいろんな私学の様子を先生方から聞くことができました。二つ心に残っています。やはり名だたる私学を作った方々と言うのは、小さい頃体が弱いとかですね、９歳でおじいちゃんの養子になって知らない土地に行くとか、10歳でお母さんを亡くして、12歳でお父さんを亡くして、その後お寺に出家をしてEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(せいけい),青谿)書院というのを開いた池田さんという方もいらっしゃいますし、みなさんご存知の吉田松陰先生も松下村塾という形で担当の方がおいでになっていらっしゃいました。この中で一番気にしたというか、淡窓先生は日田の教育をよく見ているなあと思ったのは、お話をしました両親を早くに亡くして12歳で出家をした池田草庵先生が兵庫県におられますけれども、この先生が凄いと思ったのは、「心を整えようと思ったら座布団を正しくせよ。」言葉をおっしゃっているんですね。この言葉は日田に森信三先生、知多半島お生まれの方がお出でになった時に「場を清めよ」言葉を残されているのですけれども、心を整えようと思ったら座布団を正しくする。いわゆる形から入っていて、判り易いなと思ったんですね。そして特に正座することを大事にしたみたいです。正しい座り方をする。それから黙って座る「黙座」、黙って座ることで自分を振り返るそして静かに座ることで、心が落ち着くそういう姿勢を取りなさい。三つの座り方でザワザワした心を落ち着かせると、解説には書かれておりましたが、咸宜小でも三芳小でも掃除の前だとか後に正座をさせるのですが、咸宜小で私は冬にさせていたら、あるお父さんが「子どもたちが可哀想だから、そんなことをさせるな。」と言われたことを思い出して、やっぱりやってよかったなと思い出しております。これからの日田の学校は正座だとか勉強道具をきちんと整えることが大事かなと思わされました。大変ありがたい方を呼んでくれたと思っております。以上であります。
　私も「私塾フォーラム」聞きたかったのですが、他の用で行けなくてお話を聞いて残念に思っております。

　それでは議事進行をお願いします。
　議案第90号　平成23年度日田市一般会計歳入歳出補正予算教育費に

ついて、教育総務課お願いします。
　議案第90号　平成23年度日田市一般会計歳入歳出補正予算教育費でございます。今度12月定例市議会に提案をいたします内容でございます。説明につきましては、別冊資料１をご覧頂きたいと思います。
　２ページをご覧ください。一番上にあります歳出ですが、教育費7億8,366万2千円に対しまして、補正予算2,200万2千円ということで、補正後の予算額は8億566万4千円となります。この編み掛けをしている部分が今回の補正となります。
　主なものといたしましては、奨学金貸付事業で102万6千円、これにつきましては制度改正に伴いまして、入学準備金を早めに貸付をしようということで補正を考えております。
　津江小中学校校舎の新増改築改修事業の設計委託費でございますけれども、314万円程の増額でございます。それから４ページですが、一番上にあります旧桂林公民館、勤労青少年ホームでございますけれども、こちらの耐震診断事業です。それから、５ページの真ん中ほどにあります、体育施設費、中城体育館の耐震診断及び鯛生スポーツセンターのオリエンテーションコースの工事費の増ということで524万3千円程でございます。それから、給食センターの改修等で299万8千円程の補正をしております。
　詳細につきましては事務局より説明させていただきます。
　別冊資料２により説明。
　これは合計でいくらになったのですか。
　別冊資料１にありますように、2,200万2千円の補正でございます。
　いかがでしょうか。

　細かいことですが、Ｎｏ．５「中学校管理運営費」の事業概要のところ中学校が小学校になっています。これは中学校の管理費ですよね。

　そのとおりです。「小学校の燃料費」となっておりますが、「中学校の燃料費」です。大変申し訳ありません。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　ちなみにですが、例えば学校で使う灯油ですとか、給食センターで使う重油であるとか、そういうものの仕入れとか、あと学校での保管ですね、これはどういう風になっているのですか。
　学校給食課です。灯油類の納入については、市内に組合がございますので、そこから仕入れております。
　組合を通してですね。
　はい、そうです。そして、財政課の用度係が三ヶ月に一度、組合との間で単価を決めまして、その単価で納入をしております。また、入れた燃料につきましては、タンクで備蓄をしております。
　それは、地下タンクですか。
　はいそうです。これは、消防法で消防署にも届けをして、検査もしたタンクで備蓄をしております。

　学校ではどうなっていますか。

　
　学校も同じように灯油の契約については、給食と同じように市が一括で組合と結んだ契約の単価で入れておりまして、学校は入れた量をこちらに連絡をして、その分の支払をすることになっております。保管については、やはりタンクでの保管です。
　そうですね。きちんと鍵の掛かる、そして、原則子どもには触れさせないという形です。
　灯油を挿すストーブを使っている学校もありますよね。あれは全部先生たちがされるということですか。
　そのようにしております。
　わかりました。
　「広報ひた」で見たんですが、市の中で教育費が41億円位でしたね。その中での補正ということですか。
　そうですね。当初の予算があって事業を進めて行く上で、不用になったり、足りなくなったりとかしますので、３ヶ月ごとに調整といいますか、補正をお願いするもので、今回は2,200万円程追加をお願いしたいということでございます。
　では41億の中の2千万ですから0.5％、１年間でだいたい幾らくらい、３回、４回と補正するのですか。
　基本的には市議会の回数ありますから、年４回、６月、９月、12月、３月とあるのですが、６月は緊急を要する特別な場合に限られますし、３月は補正しても後がありませんので、本来は９月と12月になろうかと思います。
　資料４ページのＮｏ．10旧桂林公民館の耐震診断ですね、それと15番の体育施設費というのは、委託料という分では、中城体育館耐震診断委託料と同じような事業ですね。表現が少し違うのですが。工事請負費と合わせているからこういう表現になっているわけですか。
　そうですね、15番の方は鯛生スポーツセンターの工事もありますので、そういう事業名になっております。また、10番の方は単独で新規の桂林公民館だけの事業ですので、そのまま事業名として付いているということです。

　他には、よろしいですか。

　それでは、議決いたします。

　次をお願いします。

　議案第91号　日田市奨学資金に関する条例の全部改正について、教育総務課お願いします。

　議案集の２ページをお願いいたします。
　議案第91号　日田市奨学資金に関する条例の全部改正についてでございます。説明資料は「別冊３」の1ページになります。先に運営委員会で、委員さん方にも入っていただきまして審議を行なっていただきました奨学資金の全体的な見直しということで、条例の全部改正を今度の12月市議会で提案を予定いたしております。
　内容の説明につきましては、こちらの資料に１ページで説明をさせていただきます。議案提出の理由は、運営委員会でもお話いたしましたように現在の経済情勢、また市民の皆さんの奨学資金に対するニーズが多様化してきていることに対応して、より有効な制度となるように今回条例を改めるというものであります。
　条例改正の趣旨ですが、向学心があって、また経済的理由によって就学が困難となる方などを支援できる制度となるように貸与資格等全般的な制度の見直しを行なうものでございます。内容といたしましては、３の（１）でございますけれども、従来貸与の決定、それから申請書の受付、受理関係は全て市長が行うという形をとっておりました。この事務を市長から教育委員会に奨学資金の運営については、すでに事務委任を受けておりますので、その決定以下全てを教育委員会で行うという形に変更をいたしました。
　それから奨学資金の種類として、「奨学金」いわゆる月々在学している方が貸与を受けるものと、入学前に受ける入学準備金ということで、それを明記すること。
　それから（３）ですが貸与資格に関する事項ですが、これまで学業成績が重要な判定要件となっておりましたので、これ以降は学業成績要件、それから人物であるとか、体力、運動能力とか、そういったものを総合的に判断しながら、決定していこうと条例の文言の方も改正するところであります。
　それから②ですが、専修学校の対象といたしまして、これまでは専門課程の修業年限２年以上と言う条件を付しておりましたけれども、これをもう廃止いたしまして、専門課程と高等課程これを全て対象に加えるということで、具体的に言いますと日田市医師会立の準看護学院あたりもこれで対象になってくるものであります。
　それから③といたしましては、奨学金、それから入学準備金の対象年齢、年齢制限はありませんでした。ですから、例えば40歳、50歳になった方が申し込んでくれば、断る理由と言うのは特に無かったわけなんですが、やはり奨学金と言う趣旨から考えますと、そういったところの支援ではなくて、やはり通常の修学年限を行かれている若い方を支援する制度にしたいということで24歳という年齢を設けました。24歳と申しますのは、正規の年齢で大学に入学して、例えば医学部あたりですと６年生になりますので、正規の年限でいって最高の学年、大学６年生の在学生まで受付ができるような形を取りたいということで24歳という年齢にしております。
　（４）ですが、貸与金額、貸与方法に関する事項として、高等学校の貸与区分、「自宅」「汽車・バス通学」「下宿」という区分になっておりましたが、これを「自宅」「自宅外」に改める、また鉄道バス等による通学の場合には、加算措置で対応していこうということで考えております。これにつきましても議案の３ページから４ページ掛けまして、貸与限度額ということで表を掲載させていただいています。
　それから入学準備金の貸与方法ですが、奨学金の貸与申込者、いわゆる通常の奨学金を貸与する方が前提という風になっておりましたけれども、これからは入学準備金だけの貸与もできるように改めるということでございます。
　それから、２といたしまして、奨学金と別制度で取り扱って、申込者これを「学校入学の許可を得た者の保護者」としております。これまでは奨学生本人に入学準備金を貸与する形をとっておりましたけれども、現実に必要となるのは保護者が必要になってくるということから、保護者に対して貸付を行なう、また早期に貸与を行なうということで先程補正しておりますように、入学前に貸与できるような措置をしていこうと考えております。また、入学準備金は、これまで私立の学校だけを対象としておりましたけれども、公立学校も同様に入学に経費はかかるということで、公立学校も対象に加えました。
　それから入学準備金の返還の方法としては、これまでは奨学金と一緒に返還をするという形をとっておりましたので、卒業してから10年くらいで返還する形をとっておりましたけれども、今回保護者に貸与するということでありますので、６ヶ月の据え置き期間を設けて、その後金額に応じて20月ないし60月以内で返還をしていただくことで考えております。返還期間については、議案集の６ページに表で掲載させていただいております。
　それから、５番は返還期間に関する事項です。奨学金の返還期間ですが、10年以内を15年以内に延長しました。いわゆる滞納対策ということでありまして、10年以内ということで一月あたりの返還額が大学でありますと約１万５千円になりまして、そのあたりで非常に滞納が増えている状況がございますので、15年以内に変えることで月額８千円程度に落としていこうと考えております。
　それから又実際に10年以内というだけの認定だったんですが、失業等やむを得ない事由が生じた場合には、残りの返還期間の２倍の期間を限度に返還期間の延長を認めることができるようにしようということで、これも滞納に対する対策であります。
　貸与に掛かります決定の取消し等ですが、これは貸与を受ける方が期日までに必要書類を提出しない場合がございました。そのまま貸与もできない状態でずっと続くということがありましたので、こういう場合新規の滞納者については貸与決定の取消し、或いは継続貸与の方で在学証明等提出されない方については貸与の一時休止なり廃止ができるように制度的にも受けたものです。
　また、退学であるとか、貸与の辞退とかあった場合には、明確な理由があることから、こういう場合は迅速に対応を図る必要がありますので、これまでは運営委員会の審査を経て、廃止なり一次休止ができる文言になっておりましたけれども、明確な理由がある場合には事務局で廃止ができるという文言に変えております。その内容については、後で委員会に報告をしなければならないということで、義務付けをしております。
　あと７番、８番については市町村合併の時の編入の経過措置、あるいは現条例で受けている方に対する経過措置を附則で設けております。
　また、「日田市基金の設置、管理及び処分に関する条例」の中で奨学資金に関する目的が掲載されておりますので、この分につきましても今回の制度改正に合わせて改正するようにしております。その辺については、議案集の７ページから８ページに掛けまして、附則の中で規定をしているところであります。概略は以上のようになります。
　はい、ありがとうございました。
　この運営委員会には我々委員も出させていただきました。私が気づいたことでは、入学準備金を本人が借りておって、保護者にあまり責任がない制度になっていたようでしたから、それを今度ピシャッとしましたね。あくまでも保護者に貸すということと、早く返してもらうということで、「今までそんなことになっていたのか、これはいい方向になったな。」と感じました。
　何かご意見ありませんか。
　無いようですので、次に。

　議案第92号　日田市立小学校の統合について、議案第93号　日田市立小学校の設置に関する条例の一部改正について、２案教育総務課お願いします。
　それでは、議案第92号と議案第93号を合わせてご説明申し上げます。今の資料３ページから４ページに掛けまして、議案集では９ページから13ページまでになっております。議案の方が判り易いので、議案の方でご説明申し上げます。
　議案集の９ページでございます。今回統廃合をする学校がはっきりいたしまして、来年４月１日から４校の新しい小学校ができるようになっております。そして、１番にありますように統合に関連する小学校ということで、（１）から（４）の地区ごとに全部で12校の小学校が閉校し、それぞれ統合することになります。例えば、（１）の出野、赤石小学校が、下の２の（１）の「前津江小学校」になるということであります。（２）中津江、上津江につきましては、「津江小学校」、（３）の馬原、台、丸山、桜竹小学校につきましては、10ページの方の「東渓小学校」、（４）の五馬市、塚田、出口小学校につきましては、10ページの（４）のひらがなですが「いつま小学校」という名称に変わります。
　それから、この統合により廃止となる学校の12校、統合しようとする時期、平成24年４月1日を記載しておりまして、これは統合に対する議案という形でこの議案を提出させていただきます。
　議案の12ページから13ページに掛けましては、設置に関する条例ということで、条例の中にあります小学校の表の記載を、今申し上げましたように、改正前の記載を改正後のように４校を改正する、という二つの議案の内容になっております。以上でございます。
　はい、いかがでございましょうか。
　本当に統廃合が進んで、この表なんかを見ると本当に統廃合がすごいなあと思います。今日私、前の羽田小学校にちょっと行ってきました。今、保養施設に改造しているようですね。大きなお風呂を作ったりして、立派なものになっております。そこは平成９年に建てたんですね、10年位しか経たないで統合されていますから、柚木小学校も立派な建物で、ピカピカのプールがあって、去年行って「こんなのが無くなっていくんだなあ。教育は難しいのだな、あっという間に変化するんだ。」と、つくづく感じました。
　何かありませんか。
（「ありません。」の声あり。）
はい、結構です。

　議案第94号　工事請負契約（大明小中学校屋内運動場新増改築建築

主体工事）の締結について、教育総務課お願いします。
　議案の第94号でございます。大明小中学校屋内運動場新増改築建築主体工事の契約締結でございます。
　内容といたしましては、先の９月の議会で校舎本体工事について契約議決をいただいております。これに続きまして、屋内運動場の契約をしようとするものでございます。
　契約の方法といたしましては、共同企業体による一般競争入札ということで、契約金額2億1,945万円ということなります。落札率は97.7％でございます。契約の相手方は、川浪・諌山特定建設工事共同企業体となっております。
　工事概要といたしましては、鉄筋コンクリート造の２階建て、延床面積が1,248.03平方メートルです。屋内運動場の中身ですが、アリーナの部分がバスケットコート１面、ミニバスケットコート２面等であります。それから、ステージ、放送室、それからミーティングルーム等で社会体育施設としての利用となりましたので、会議室等も設けております。工事場所は現大名中の場所でございます。工期は平成25年１月31日までとなっておりまして、アリーナの大きさは、だいたい東有田中のアリーナより少し大きくなります。現、大明中学校にありました体育館の1.5倍で、今の大明小学校の約２倍の体育館になります。
　今日、平面図をお配りさせていただいております。平面図の方に校舎と屋内運動場の配置の関係、体育館の中の間取り、それとパースを付けさせていただいております。参考までにこちらもご覧になっていただければと思います。以上でございます。
　
　工事請負について、何かご意見はありませんか。
　立派なのが出来るようですね。
　ご意見はありませんか。
（「ありません。」の声あり。）

　はい、ようございます。

　議案第95号　日田市小鹿田焼陶芸館の設置及び管理に関する条例の一部改正について、文化財保護課お願いします。
　文化財保護課です。
　議案第95号でございます。日田市小鹿田焼陶芸館の設置及び管理に
関する条例の一部改正についてでございます。別冊資料３の条例改正概
要説明書の５ページをご覧いただきたいと思います。
　まず1番の議案提出の理由でございますが、小鹿田焼陶芸館の建替え
によります施設内容の変更に当たり、所要の措置を講ずるものでござい
ます。
　２番目に条例改正の内容でございますが、旧陶芸館につきましては、
旧陶芸館が観光的な面からの伝統工芸「小鹿田焼」の保存、振興等を目
的とした施設でございまして、施設管理にいたしましても観光ツーリズ
ム振興課が、以前の建物については所管をしておりました。新しい陶芸
館につきましては、文化財的な面からの重要無形文化財「小鹿田焼」と
合わせまして重要文化的景観「小鹿田焼の里」の保存、振興等を主な目
的とした施設に位置付けることから、その設置目的に合わせまして、条
例を改正させていただきたいという内容でございます。
　以下、改正の内容につきましては、議案の方の16ページで説明をさ
せていただきたいと思います。右側が改正前、左側が改正後となってお
ります。
　第1条の設置につきましては、重要無形文化財「小鹿田焼」の手法及
び作品並びに重要文化的景観「小鹿田焼の里」をという文言に改めるも
のでございます。
　それから、次17ページをお願いいたします。名称及び位置でござい
ます。第２条でございますが、位置につきまして地番が138番地から
138番地１に改めるものでございます。
　それから、改正前の第３条から第５条まで指定管理者による管理等、
業務、また管理期間につきましては、新しく第15条でうたうようにな
りましたので、この改定前の第３条から第５条につきましては、削除さ
せていただきたいと考えております。
　それから、次に開館時間につきましては、第６条から第３条に移項い
たします。この中では、「指定管理者は市長の承認を得て」となってお
りますところを改定後では「教育委員会は」という風に改めます。
　それから、次の左側の休館日ですが、これは条文の追加でございまし
て、第４条で休館日につきましては、（１）で水曜日とする、祝日の場
合には、以後直近の休日でない日とする。また（２）では12月29日か
ら翌年１月３日までと、いうことで休館日を定めるものでございます。
　次が入館料でございますが、これにつきましては変更はございませ
ん。第７条から第５条に移項するものでございます。

　それから、改定前の遵守事項ですが、第８条これにつきましてはここ

では削除をさせていただきたい。
　19ページをお願いいたします。遵守事項につきましては、改定後の
第６条から内容の中でうたっておりますので、これは削除するというこ
とであります。第６条の入館の制限でございますが、改定前は第９条の
中で「指定管理者は」とうたっておりましたが、新しくは「教育委員会
は入館者が」に文言を変更するものでございます。
　それから（１）（２）につきましては、改定前は「入館者が」という
のが入っておりましたが、条文の中に入れておりますので、削除してお
ります。
　次に改定後の第７条ですが、改定前は第10条の中でうたっておりま
したが、「市長が」というのを「教育委員会が」に替えて、それから
「陶芸館の」というのを追加しております。
　次に利用の許可でございます。第８条です。「研修室の利用及び駐車
場等の利用につきましては、教育委員会の許可を受けなければならな
い」となっております。次は、その許可を受けるには条件を付すことが
できるという文言を追加しております。
　第９条といたしまして、利用許可の制限でございます。教育委員会が
利用の許可をこの場合に（１）から（３）にあたる場合には「許可をし
ないことができる。」という風に制限を設けております。制限をされる
場合はその（１）からその（３）という内容でございます。
　次、第10条です。利用許可の取消し等をうたっております。21ペー
ジをお願いいたします。許可を取り消す、又は停止、若しくは制限する
ことができる内容につきましては、以下に示しております（１）から
（４）にうたっているものでございます。
　第２項といたしましては、許可を取り消した場合の責任について、そ
の賠償の責めを負わないものとするという文言をうたっております。
　次、第11条といたしましては、目的外利用または権利譲渡の禁止と
いうことで、目的外または他の者へ譲渡転貸をしてはならないとうたっ
ております。
　次に第12条といたしまして、使用料でございます。別表に定めると
ころにより、使用料を納めなければならない。それから５項といたしま
して、使用料は教育委員会が特別の事情があると認めるときは、その使
用料を後納させることができる。
　次の第13条では、使用料の減免、これにつきましても教育委員会は

次の各号のいずれかに該当するときは、使用料を減額し、又は免除する
ことができると、うたっております。（１）と（２）がその該当内容で
ございます。
　第14条で使用料の不還付です。納入された使用料は、原則還付しな
いという文言と、又は一部は還付することができるとうたっておりま
す。返還ができる場合の事項につきましては、（１）から（３）の管理
上、それから自己の都合より５日前までの申し出、それから災害その他
やむを得ない場合ということになっております。
　次に第15条指定管理者による管理、先程申しました改定前の部分を
ここで第15条から指定管理についてうたっております。改定前につき
ましては、指定管理をするような内容になっておりましたが、今回につ
きましては、「指定管理を行なわせることができる」という風に第15
条でうたっております。
　その第２項としましては、その指定管理者に行なわせる業務を（１）
から（４）でうたっております。利用許可に関する業務、利用に係る使
用料に関する業務、施設、設備等の維持管理に関する業務、というこ
です。それから４番目に教育委員会が定める事務ということになってお
ります。
　第３項といたしましては、その指定管理者に行なわせた場合の管理期
間をうたっております。管理期間につきましては、指定した日の属する
年度の翌年度の４月１日から起算して３年間とするということで、再任
は妨げないといたしております。
　それから第４項といたしましては、開館時間及び休館時間を変更しよ
うとする場合には、あらかじめ教育委員会の承認を得なければならない
とうたっております。
　次に指定管理者の利用料金の収入等です。第16条です。これは指定
管理者に管理を行なわせた場合ということでございますが、その指定管
理者は使用料等を収入として収受させることができるという風にしてお
ります。利用料金につきましては、「別途掲げる額の範囲内において指
定管理者があらかじめ教育委員会の承認を得て定めるものとする」とな

っております。
　別表につきましては、後でまた説明させていただきます。

　次に第17条でございますが、これは準用というところですが、指定
管理者に指定管理を行なわせた場合に文言を読み替える内容をここに
たっております。指定管理者に指定管理を行なわせた場合につきまして
は、教育委員会、教育委員会が指定するものという文言を指定管理者と
読み替えるとしております。
　また教育委員会、また使用料につきましても、第２項で「指定管理者
並びに利用料」と読み替える文言の読み替えを第17条でうたっており
ます。
　それから、最後に第18条ですが、この条例の施行に関し必要な事項
は、「市長」ではなくて「教育委員会」規則で定めるに改正をいたして
おります。
　最後に別表の内容ですが、これに付きましては使用料をうたっており
ますが、研修室等の使用料に付きましては1時間につき320円、備考に
うたっております、常設電灯以外の電気を利用する場合は、１回に付き

410円を定額に加算する。また、冷暖房を利用する場合は、１台１時間
につき200円を加算する。営利を目的とする場合は、この表の金額の２
倍に相当する額とすると、うたっております。
　それから、駐車場等というところでございますが、１日につき利用面
積に10平方メートル当り１日に付き210円、備考の中で利用面積に10
平方メートル未満の端数が生じた場合は、これを切り上げる。常設電灯
以外の電気を利用する場合は、１回につき410円を定額に加算すると、
改正したいと考えておりますのでよろしくお願いいたします。以上でご
ざいます。
　ありがとうございました。
　前の小鹿田の陶芸館、これは完全に壊して立て直しているのですね。何かご質問などがありましたら。
　これまでの建物は、常駐者がいなかったと思うのですが、今回はどういった予定になっているのでしょうか。
　まだ協議中でございますが、先程申し上げました「指定管理者に指定

することができる」とうたっておりますのが、まだ現在それが決まって

おりませんので、新条例では「することができる」という文言にしてい

るのですが、私たちに思いでは指定管理者を小鹿田焼の組合の方にお願
いをしながら常駐者を一人置いて、折角展示室等も綺麗にできますので

そういう費用も含めた中で、指定管理者への委託を行いたいと考えてい
ます。
　これにつきましては当然予算も関わってまいりますので、新年度予算
の中の要求の中でその費用を上げて、それが３月の市議会で指定管理者
を含めて新年度予算と提案をして行きたいと考えております。
私も一度行った事がありますけれど、前の建物はあまり人が寄り付かない感じで、寂しかったんですけれど、随分立派な施設ができるので内容が魅力的になるようにしていただきたいと思います。
　この指定管理者の組合というのは、地元の小鹿田の方たちですね。そこにお任せしようということですね。今まではどうしていたんですか。
　観光ツーリズム振興課が、観光の側面から所管をしておりまして、一応指定管理者として小鹿田焼の組合にお願いしておったんですが、それはあくまでも鍵を開けて、閉める又はトイレの掃除をするとか、そういった内容だけでですね、指定管理者として一応はお願いしておりましたけれども、業務内容としては非常に限られた内容であったようでございますので、今回は新しく作り変えて展示室とかそういうものもかなり広くなりましたので、指定管理者においても業務内容を拡充してですね、お願いしていきたいと考えております。
　そうなりますと、教育委員会の仕事がひとつ増えたということですね。大変ですけれど、開ける以上はきちんとしたいですね。誰もお客さんがいないとかにならないようにですね。
　研修室と言うのは何をする部屋ですか。
　２階に板張りの間なんですが、地区の方だとか組合だとかの技術的なものですね、無形文化財の指定も受けておりますので、その技術保存継承をしていくために講師を呼んで講習をしたり、そういった場所ですね。それから後継者育成の研修だとか、そういったものが主と考えております。
　場合によっては、１階は焼物の展示をするわけですが、先程申し上げました文化的景観という側面もございますので、写真のギャラリーとして使うとか、そういったものにも２階は充分使えるようになっていますので、そういった形はやっていきたいと考えております。
　これは観光客の方がまた見て楽しい施設にするわけですか、それはないのですか。
　当然もう両方あわせた考え方であるのですが、今までは観光的なものを重点的に考えていた部分を文化財とか、そういった分を主要として連携を図ってやっていくということであります。

　図面を見ますと２階に立派な研修室がありますし、かなり広い部屋ですからうまく利用していただいて、立派な建物に立派な内容の教育委員会の新しい仕事とですから、がんばっていただきたいと思います。
　はい結構です。
　議案第96号　日田市学校給食調理場の設置に関する条例の一部の改正について、学校給食課お願いします。　　
　学校給食課でございます。
　議案集の30ページ、31ページになります。条例改正概要説明書（別冊資料３）では６ページ、７ページになります。まず、別冊資料３で概略をご説明いたしていきたいと思います。
　議案提出の理由ということで、日田市立小学校の統合に伴い、所要の措置を講ずること。
　２として、小学校の統合について経過の記載をいたしております。
　３に条例改正の内容でございます。「中津江学校給食調理場」及び「上津江学校給食調理場」を削って、新たに「日田市津江小学校給食調理場」を加える内容になります。
　施行の期日は平成24年４月１日からということで、次に５番目に教育方針として、給食調理場の統廃合や配送の検討、また、食数の少ない単独調理場については、学校給食運営協議会の統合を進めていく取組を掲げております。
　６番目に調理場の名称ですが、自校方式の単独調理場でございます。学校名を使用した調理場名の方が分かりやすく親しみやすいというようなことで、お願いするものでございます。
　７として、統合される調理場の現況として、中津江学校給食調理場及び上津江学校給食調理場の現況を記載しております。
　７ページに移りまして、８番平成24年度津江小学校調理場の状況(予定)でございます。食数を85食程予定をいたしております。調理体制は栄養士1名、調理員３名を予定しております。
　その後、小中一貫での統合になりますので、その時の調理場の状況を記載しております。
　議案集の30ページをお願いします。
　日田市学校給食調理場の設置に関する条例の第２条に「学校給食調理場の名称及び位置は、次のとおりとする」ということで、定められております。その内、「日田市中津江学校給食調理場」、「日田市上津江学校給食調理場」の二つの調理場を削りまして、改正後に書いてございますように「日田市津江小学校給食調理場」とするということの一部改正を今回お願いするものでございます。
　以上、条例の一部改正ということでございます。よろしくお願いいたします。
　はい、ありがとうございました。ご意見やらご質問やらございました。
　これは新しく建てるのでしょうか。

　現在の上津江小学校に調理場がございます。そちらの方を９月議会で一部補正をしていただきまして、改修をいたしておる最中でございます。そちらの調理場を使って、調理をするようにいたしております。
　他にありませんか。
（「ありません。」の声あり）
　
　協議事項に入ります。
　日田市生涯学習交流センター指定管理者選定委員会委員の推薦について
　生涯学習課でございます。協議事項資料の１ページ、２ページでございます。
　今回、日田市生涯学習交流センターの指定管理者選定委員会の委員の委嘱でございます。これは萩尾にございます生涯学習交流センター、昭和47年にＮＴＴがピノキオスクールとして設置いたしまして、その後に教育委員会が生涯学習交流センターということで、公民館機能でやっておりましたが、平成18年度より指定管理者制度によりまして、６年間、３年間の更新で２回目が終ったところでございます。
　今回平成24年度から３年間の指定管理の候補選定を行ないまして、一昨日説明会を行ないました。４社ほど応募がございまして、今回教育委員、全体的に委員さん８名をそれぞれ学識経験者等お願いしまして、有識者、行政関係者、その他教育委員会が必要と認める者ということで、８名程選定委員をしていただきまして、４社の業者さんからプレゼンテーションを受けながら、１社を指定するものでございます。
　委員会の開催につきましては、平成23年から24年の１月に掛けての３回程度でございますが、少し日程が遅れましたので、12月の１回目を12月の12日に予定いたしております。それから、年末と1月で計３回程選定委員会を行ないまして、新しい平成24年度から3ヵ年の指定管理の業者決定するようにしております。今回教育委員のみなさんから1名の選定をお願いしたいということで提案しております。
　
　スポーツ振興課でございます。
　スポーツ振興課につきましても、同じでございまして、日田市のスポーツ施設におきましては、平成18年度から指定管理者制度に移行しておりまして、現在旧日田市の大原総合体育館などの13施設、それから天瀬地区のＢ＆Ｇ海洋センターを含める８施設の21施設を指定管理しておりまして、この指定管理が３年間で本年度に満期を向かえますことから、平成24年度から3年間の指定管理を選定するに当りまして、それに委員さんから1名出していただきまして、審査選定をお願いするものでございます。
　同じように私どもの選定委員会は構成委員を７名としておりまして、有識者から本日お願いする教育委員さんをはじめ、自治会、女性団体、公認会計士から各1名で全４名、それからスポーツ関係の方からということで競技団体で体育協会、生涯スポーツからスポーツ推進委員１名で合わせて２名、そして行政機関ということで今推薦をお願いしているところでございます。
　選定期間としましては、12月21日に予定をしておりまして、そこで　　　　　の書類の審査、そして２回目は来年の1月の中旬にプレゼンテーションと２次審査、３回目を１月の下旬に最終審査を行いまして、決定をしていただきたいということでございます。合計３回を予定しておりますので、よろしくお願いしたいと思います。以上でございます。
　教育委員会から一人ということですね。
　それでは、事前の打合せで、永山委員になっていただくようになりました。よろしくお願いいたします。
　日程が重ならないようであれば。
　それは調整をいたします。
　それでは、お願いいたします。
　と、いうことでございます。
　報告事項にいきます。
　寄附採納報告（平成23年10月期採納分）お願いします。
　それでは、議案集の32ページをお願いいたします。
　報告第18号　寄附採納報告（平成23年10月期採納分）についてでございます。
　まず地区寄附といたしまして、隈・庄手老人クラブから、日隈小学校に雑巾を56枚いただきました。それから一般寄附といたしまして、大分県治山林道協会の方から大明小学校に図書カード5万円相当いただいております。寄付者の治山林道協会は直接大明小と関わりがあるわけではないのですが、順番で学校にこういった寄附をしているようでありまして、今回は大明小学校だったいう風にお聞きをしております。
　以上合わせまして、５万円相当の図書カードと雑巾については金額をだしておりませんけれども、寄附をいただいたということでございます。以上報告いたします。
　その他の日程等がありますので、お願いします。
　次回の日程ですが、年末になりますので少し早くなりますけれども、12月21日の午後３時からを予定しておりますので、よろしくお願いいたします。

　年末ですから早めの２１日の水曜日にやりましょう。
　他にありませんか。
　平成24年の日田市成人式についてでございます。
　来年１月８日の日曜日に、日田市の場合は「成人の日」に開催というわけではなくて、その近くの日曜日としておりますので、来年１月８日に予定をしております。正式には12月１日の社会教育委員会で最終決定をするようにしておりますが、皆様方に計画をご報告いたしまして、ご意見いただければと思っております。
　なお、１月８日の受付が午前10時で、式典開始が午前11時、式典終了が12時５分を予定いたしております。式典と各地区の公民館主催によります写真撮影がございますので、公民館長さんから関係自治会長さんそれから成人者の方で写真撮影をするようにいたしております。
　今年平成24年の成人者が、平成３年４月２日から平成４年４月１日までに出生した方ですが、市内で657名、市外在住者、大学生や転出しておりますけれども、日田市で成人式に出たいとされる方が69名おりまして、726名ほど受付ております。ちなみに、今年平成23年の成人式は対象者が808名で、当日が695名、86％程度の出席率でございました。平成22年の昨年が対象者813名で、当日が693名、85％程度の出席率で、今市報に出しまして、市外在住者の方が追加申込みをしておりますので、726名から750名くらいまで増えるのではないかとの思いもしております。
　式典内容でございますが、できるだけ成人者の方々がその式典をできるようにということで、成人者の意見発表、それから市民憲章朗読、また国歌、市歌につきましては成人者によるピアノ演奏、それから総合司会は新成人者から男女２名の方々にしていただくことで協議をしております。
　昨年が市歌斉唱を合唱団の方々におい出ていただいてステージにあがっていただいて、良かったのですけれども、出入りに時間が掛かりましたので、社会教育委員会で今回はテープで行くべきか協議いたしますけれども、できるだけ成人者の方々から総合司会、ピアノ演奏、朗読とかに参加できるように計画をしておきたいと思っております。
　それから、当日教育委員会各課長さん方、そして課員の方に受付、駐車場係など動員をお願いすることにしておりますので、ぜひ日程を空けておいていただきたいと思います。以上でございます。
　はいそれでは、定例教育委員会はこれで終わりといたします。
終了時刻：午後４時２４分
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